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要　　約
　本稿は，2019年10月に着任した井上祐樹助教の研究紹介である。セクション１において私の
研究経歴や研究領域の概説を行い，セクション２においてこれまでの研究成果を解説する。セ
クション３において今後の研究の予定を記述し，最後にセクション４において研究室の運営方
針・運営状況について説明する。

キーワード： ビジネスエコシステム ; プラットフォーム戦略 ; イノベーションマネジメント ; 
エージェントシミュレーション

新任教員研究紹介

Research introduction of new faculty

井　上　祐　樹
Yuki Inoue

博士課程が存在していたこと，またそのとき興味
を持った研究分野の先行研究を調査した結果，そ
れまで磨いていたデータ分析を用いた研究が国際
的トップジャーナルに多く掲載されていたことを
確認できたのも，この決定を後押しすることと
なった。東京工業大学イノベーションマネジメン
ト研究科にて博士（技術経営）の学位を取得した
後は，国立研究開発法人産業技術総合研究所にて
特別研究員（いわゆるポスドク）に従事した。幸
いなことに，特別研究員１年目にして私の研究内
容に興味を持っていただき共同研究を提案してく
れた企業が存在したため，研究費用で自らを雇用
することで，特別研究員の身分でありながら比較
的自由に研究をすることができた。その後，２年
半を経て広島大学に着任し，今に至る。
　現在の研究分野に転換した以降の，私の経歴に
対応したこれまでの研究の流れを，図１にまとめ
た。上述したように，修士課程までに磨いてきた
技能を活かす意味でも，基本的にデータ分析を持
ちいた経営学研究を主軸としている。当初は経営
学分野で一般的な事例分析や統計的実証分析によ
るアプローチを採用していたが，再現性や社会的
実装の点を突き詰めていくうえで，現在はエー
ジェントシミュレーションによる研究を主軸の一
つとして実施している。また，将来的な上記大目
的の達成のために，研究室内での研究だけでなく

１．はじめに
　私の主な研究分野は「ビジネスエコシステム」
の領域であり，経営戦略分野と技術経営分野の両
方から研究がなされているものである。私の研究
の大目的は「イノベーションが創出されるエコシ
ステムのメカニズムを明らかにし，再現性を持っ
てその知見を社会実装する方法を発見・構築する
こと」である。現在は特に，プラットフォームを
中心とした「プラットフォームエコシステム」を
主な研究対象としている。
　私は元々理系の出身であり，大学学部の卒業論
文はロボット制御と画像処理，大学院修士課程の
修士論文は人間の身体的コミュニケーションに関
する研究を行っていた（ここまでの研究成果は文
献［1］-［9］を参照）。しかし，博士課程への進学を
期に，それまでの研究領域とは打って変わって，
技術経営やイノベーションマネジメントの領域に
シフトした。これは修士論文在籍時に所属した教
育プログラムにおいて多くの日本の大企業の方と
お話しする機会をいただいたのだが，そこで話さ
れていた「我が社の技術は素晴らしかった，だか
ら事業は成功した」「我が社の技術は素晴らし
かった，しかし時代には合わなかった」といった
相反する言に興味を抱いたからである。当時所属
していた東京工業大学は理系大学ではあるものの
技術経営やイノベーションマネジメントに関する
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実社会での理論の実践・改善・発見にも力を入れ
ており，参加型アクションリサーチやデザインサ
イエンスといった形で，企業との共同研究を推進
している。
　本稿ではこれまでの研究成果について，事例分
析／統計的実証分析，エージェントシミュレー
ション，社会的実装の３つに分け，それぞれを次
セクション以降にまとめていく。

２．これまでの研究の紹介
２．１．事例分析／統計的実証分析

　事例分析／統計的実証分析は，私の研究の中核
になる部分である。本手法を採用する場合の私の
研究目的は，エコシステムにおけるメカニズムの
ある一面を理解することである。これは，次ペー
ジ以降で示すエージェントシミュレーションや社
会的実装の研究の基盤となる知見を得ることを目
指すものである。主な対象としては，これまでは
ビデオゲーム市場を扱ってきた。これは本市場に
はデータの蓄積が豊富で，大規模データによる定
量分析を行うことができるためである。経営学の
世界的主流の一つはこの研究手法であるため，私
の研究の三つの軸のなかで，最も堅実かつ基盤と
なるものとして捉えている。この領域での研究成
果は，Technology Forecasting and Social Change 

（SSCI, Impact Factor 5.846）, Sustainability （SSCI, 
Impact Factor 2.576）, International Journal of 
Innovation Management （ESCI）をはじめとした

国際的研究雑誌等への掲載や，各種学会発表によ
り公開されている（文献［10］-［24］を参照）。
　本手法で得られた成果の一例を，図２に示す。
こ れ は， 日 本 の ビ デ オ ゲ ー ム 市 場 に お け る
Nintendo Wii と DS（ お よ び そ の 競 合 で あ る
PlayStation 3と PlayStation Portable）を対象と
した，プラットフォームエコシステムの分析結果
である。これは，Wii と DS が多量のハードウェ
ア販売量を獲得したにもかかわらず，競合プラッ
トフォームよりも早くエコシステムが衰退した原
因を，詳細に分析したものである。本研究では，
プラットフォーム新規技術への補完者（ソフト
ウェア企業）の適応において発生した問題，開拓
した市場の消費者特性に起因する問題，ソフト
ウェアのブランドマネジメント関する問題といっ
た，いくつかの問題がエコシステム内で生じ，そ
れらが二つのプラットフォームエコシステム衰退
に寄与したことを，統計的に示した。この結果
は，初期に多量の消費者インストールベースを獲
得したプラットフォームは間接ネットワーク効果
のメカニズムにより競争に勝利するという定説
に，一石を投じる成果となった。

２．２．エージェントシミュレーション

　エージェントシミュレーションを活用した研究
は，エコシステムに参加する各アクターの行動を
モデル化してエコシステム内での相互作用を仮想
的に再現し，ある条件の変更に伴う創発される結

図１．これまでの研究の流れ
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果の変化を観察することで，「if-then」の予測結
果から知見を生み出すことを目指すものである。
私がエージェントシミュレーションの活用を決め
た理由は２つある。１つ目は，事例分析や仮説検
証型分析といった，従来の経営学の分析手法に限
界を感じたためである。これらの手法において
は，複雑な要素が絡み合った社会の表層に現れた
一部をデータとして抽出し分析するため，「この
場合だとどうなるの？」「その事例だけじゃない
の？」といった疑問に解答することは本質的に困
難となり，研究の限界は大きく制約される。２つ
目は，次のページにも示す実社会でのエコシステ
ムの実装研究において，活用可能な手段を獲得す
るためである。企業との共同研究では，事例分析
や仮説検証型分析から得られた知見をコンサル的
な「示唆」として提供することはできても，それ
以上は難しい。エージェントシミュレーションに

よる手法であれば，実企業のエコシステムに対す
る各種施策を仮想的に検証し，それによる提案を
行うことができるようになる。このような理由か
ら私は本手法に期待を抱いており，主軸の一つと
して研究を発展させている。この領域での研究成
果は，Sustainability をはじめとした国際的学術
誌等や各種学会において発表されている（文献

［25］-［32］を参照）。
　また，この領域において現在もっとも期待を
持って取り組んでいるのは，実証的エージェント
シミュレーションの方法である。これは，実デー
タに基づいてエージェントの行動やパラメータを
設計することで，一般化可能性と引き換えに，結
果の妥当性を向上させる手法である。一例として
図３に，Amazon をはじめとした，製品配送プ
ラットフォームに関するシミュレーション結果を
示す。この図における横軸は消費者エージェント

図２．日本のビデオゲーム市場における Wii と DS のエコシステム衰退要因のまとめ：過去の研究成果を元に筆者作成

図３．製品配送プラットフォームのシミュレーション結果：文献［27］より
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の数であり，１エージェントが１万人の日本人消
費者を代表している。縦軸は物流企業に支払う追
加配送料であり，製品価格に対する割合となって
いる。図内の色は（a）プラットフォーム利用率，

（b）物流企業の利得を表している。主題は，「物
流クライシス（EC の過度の発展が物流企業の
キャパシティをオーバーすることで生じる物流シ
ステムの崩壊）を避けるためにはどうすればよい
か」であり，色が急速に赤くなるのは，物流企業
が採算悪化により撤退し，エコシステムが崩壊す
る事態が再現されているためである。この図で
は，消費者規模に応じた適切な追加配送料が示さ
れている。本研究ではさらに，プラットフォーム
企業と物流企業の協力によって達成される「エコ
システム戦略」の有効性の検証も行ったが，ここ
では割愛する。

２．３．社会的実装

　私は，自分が学んだ専門知識や研究により創出
された知見は，積極的に社会にそれらを還元し，
より豊かな社会作りに貢献したいと考えている。
それゆえに，私は企業との共同研究には積極的な
姿勢を取っている。現時点で実績として公開でき
るのは，上述した産業技術総合研究所所属時から
実施してきた，富士通フロンテック株式会社との
共同研究である。この共同研究は2017年11月から
2020年３月まで実施してきたものである。これ以
外においても，非公表なレベルでいくつかの共同
研究の可能性が持ち上がっている。
　共同研究から得られた成果の論文としての書き
方は様々である。例えば工学系においては，新た
な科学技術を成果として発表できる。しかし，経
営学系においては，必ずしもそのようにはいかな
い。試行錯誤の結果として，私はこのような共同
研究の成果発表を，アクションリサーチ（研究者
が実務家とともに実社会で理論を検証し，それに
より新たな事実の発見を目指す実践的な研究手
法）やデザインサイエンス（人工物の設計を行
い，そこでのプロセスや生成物を研究し，そこか
ら知見を生み出す研究手法）としてまとめること
を試みている。
　例えば富士通フロンテック株式会社だとの共同
研究では，RFID の主要導入市場と想定したアパ
レル産業を対象に，サプライチェーン上の各種ア

クターグループおよび消費者グループ間で，
RFID ベースの IoT サービスを提供することで成
り立つエコシステムを設計した。ここでは，プ
ラットフォームエコシステムの基本的理論の一つ
であるネットワーク効果が動作する設計に加え
て，エコシステム化による新たな RFID 価格ス
キームの導入を設計することで，インストール
ベース拡大と IoT 市場拡大の二つを想定した設計
を提案している。この導入効果は実証的エージェ
ントシミュレーションにより検証されている。研
究成果は，査読付き学術誌において現在査読を受
けているとともに，富士通フロンテック内部での
今後の RFID 展開の戦略策定においても活用され
ている。これらの成果は一部が学会発表によって
公開され（文献［33］-［36］を参照），また一部は国
際的学術誌で査読を受けているところである。

３．今後の研究構想
　今後は引き続き，事例分析／統計的実証分析，
エージェントシミュレーション，社会的実装の３
つをさらに強化していく。それぞれの具体的な内
容は次の通りである。各種研究成果は，経営学分
野における国際的な有力ジャーナルでの論文掲載
を第一に目指して努力していきたい。将来的に
は，上記大目的を達成しつつ，ビジネスエコシス
テム分野やイノベーションマネジメントにおける
世界的に有力な研究者になることを目指してい
く。

３．１．事例分析／統計的実証分析

　これまでの研究を通して，私はプラットフォー
ムエコシステムにおける補完財（例えばビデオ
ゲームソフトウェア）の分析を重点的に実施して
きた。今後はこれに加えて，補完財のイノベー
ションの種類に着目した研究を行う。現在，イン
クリメンタルイノベーションとラディカルイノ
ベーションの二つに着目した，プラットフォーム
エコシステム全体での両利き経営の論文を執筆
し，査読を受けているところである。今後はこれ
を発展させ，プラットフォーム市場の差異による
両利きの現れ方や，それが生じる補完者や消費者
のメカニズムの分析を行っていく。将来的には，
プラットフォームエコシステムにおける各種イノ
ベーション発生のメカニズムを明らかにし，プ
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ラットフォーム提供者が補完財イノベーションを
マネジメントするための知見を生み出していくこ
とを目指す。

３．２．エージェントシミュレーション

　当初は本手法を活用して経営学研究として価値
ある知見を生み出すことに苦労したが，最近では
経営学分野で代表的な国際会議である Academy 
of Management（AOM）Annual Meeting での研
究発表の機会を得ることができるなど（文献

［25］），努力は結実しつつあると感じている。特
に，理論的エージェントシミュレーションより実
証的エージェントシミュレーションの方が，経営
学 分 野 で の 受 容 可 能 性 が 高 い こ と が AOM 
Annual Meeting における査読結果から確認でき
たため，今後はこの手法を発展させることで，経
営学分野の上位ジャーナルにおける論文の受理を
目指す。その後はその論文を軸としながら，様々
なビジネスエコシステム分野における諸課題を
エージェントシミュレーションにより検証してい
くことで，研究領域を深化・拡大させていく。

３．３．社会的実装

　富士通フロンテック株式会社との共同研究のよ
うに，今後も様々なプラットフォーム企業，ある
いは潜在的にプラットフォーム企業になり得る企
業との共同研究の実施を目指す。それにより，自
身の研究成果を社会的に波及させていくととも
に，社会の反応を研究室内での研究にもフィード
バックすることで，より社会的価値の高いエコシ
ステム研究の実施を目指していく。

４．研究室の運営方針
　私は自身の研究室を，積極的な研究活動を行う
ことで多様な研究成果が生み出される場にしてい
きたいと考えている。フルタイム学生・社会人学
生問わず，所属学生には責任をもって各自の研究
テーマに取り組んでもらい，しっかりと研究成果
を生み出すことができるように頑張ってもらいた
いと考えている。各自の研究テーマは，技術経
営，イノベーション，プラットフォーム戦略，
サービスマネジメント，電子市場（E-commerce, 
EC），プラットフォームエコシステム，ビジネス
エコシステム，IoT データ分析，経営シミュレー

ションといった，これまで私が実施してきた研究
領域の範囲において，それぞれの興味・関心を考
慮して相談のうえで決定していく方針である。ま
た所属学生には学会発表や論文投稿による成果発
表の実施を奨励し，私は学生がこれらを実行可能
となるように，意識的に教育・サポート・資金提
供の実施を心がけたい。なお，現時点（2020年12
月末）において私の研究室には２名の修士課程１
年生が所属しているが，両人ともイノベーション
マネジメント分野の査読付き国際学会 ISPIM

（The International Society for Professional 
Innovation Management）での研究発表実施を
達成することができた（文献［37］［38］を参照）。
今後も所属学生の更なる学会発表実施への支援
や，SCI・SCOPUS 関連誌を含む学術論文発表へ
向けた指導を行っていく予定である。
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